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広報こうさ　R8.5

人のうごき（３月31日現在）

総人口

　9，707人　男 4,672人／女 5,035人

前月比

　ー９人　　　　　男 　＋３／女 －12

　○出生　　 ５人	 　○死亡　　15人
　○転入　　54人	 　○転出　　53人

総世帯数

　４，383世帯　　前月比　＋10

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

今月は、白旗小入学式での新
入児童入場の１コマ。お兄さ
んお姉さんにあたたかく迎え
られる初々しい姿が印象的で
した。来賓から贈られる「お
めでとうございます」の言葉
に、「ありがとうございます」
と大きな声で返事をする児童
たち。元気いっぱいに学校生
活を楽しんでほしいですね。
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緑川船津地区河川防災ステーション完成
住民のくらしを守る新たな拠点

地
域
を
守
り
、
地
域
と
つ
な
が
る

新
た
な
防
災
拠
点

　

緑
川
船
津
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
洪
水
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
た
め
、
洪
水
時
の
水
防
活
動

や
災
害
時
の
緊
急
復
旧
活
動
を
行
う
た

め
の
拠
点
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
と
町

が
共
同
で
令
和
３
年
度
よ
り
事
業
に
着

手
し
、
本
年
４
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国
土

交
通
省
に
て
災
害
時
の
緊
急
復
旧
に
必

要
と
な
る
土
砂
や
根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
の
備
蓄
資
材
や
緊
急
時
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
離
着
陸
場
な
ど
の
整
備
の
ほ
か
、

甲
佐
町
に
て
水
防
活
動
時
の
指
令
室
や

待
機
場
所
と
し
て
使
用
す
る
甲
佐
町
水

防
セ
ン
タ
ー
を
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公

園
の
管
理
棟
と
兼
用
す
る
施
設
と
し
て

配
置
。
災
害
発
生
時
の
初
動
対
応
の
迅

速
化
や
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
常
時
に
は
、
水
防
活
動
の

訓
練
や
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し

た
学
習
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
行
事
な
ど
の
話
し
合

い
や
交
流
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
憩

い
の
場
と
し
て
も
利
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

緑川船津地区河川防災ステーション概要
▶所在地　甲佐町有安・船津（熊本甲佐総合運動公園横）
▶敷地面積　39,000㎡
▶備蓄土砂量3,800㎥、　備蓄雑割石6,700㎥
　根固めブロック　470個
▶ヘリポート　１か所（1,100㎡）
▶駐車場　普通車両128台分　
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根固めブロックや雑割石、土砂な
ど、災害発生時に被災した河川や
道路の安全確保や復旧などに必要
な備蓄資材を保管しています。

備蓄資材

緊急時には、水防活動時の現場
指令室や待機室として活用。ト
イレやシャワーなども完備して
います。平常時には住民の皆さ
んが集まる場所として利用可能
です。

甲佐町水防センター

災害時におけるヘリコプターの離
着陸が可能で、道路や橋が使用で
きなくなったときのための、救助
活動や物資輸送を迅速に行う拠点
となります。

防災ヘリポート

未来へつなぐ防災拠点 完成セレモニー

　４月19日（日）船津地区河川防災ステーションの完成
を記念し、完成式典が開催されました。甲佐中吹奏楽部
のオープニング演奏で始まり、国土交通省、熊本県、町
が共催の式典には多くの来賓や関係者などが出席。金子
恭之国土交通大臣が「緑川流域全体の安全・安心の確保
に向け、引き続き防災・減災対策に向けた事業推進を図
ります」と式辞。甲斐高士町長が「地域の防災力向上に
つながる重要な施設として、本町の復興と安全・安心の
象徴となるものと期待します」とあいさつしました。
　式典後にはテープカットが行われ、新たな防災の拠点
の完成を祝いました。　

緑川船津地区河川防災ステーションに関するお問い合わせ先 町建設課　☎096-234-1183

現場指令室 水防団待機室

普通車両128台が駐車可能なス
ペースを確保。平常時には、運動
公園を利用したイベント等の際の
駐車場としても利用できます。

駐車場

施設紹介

▲備蓄資材（土砂や雑割石）の活用例

▲備蓄資材（根固めブロック）の活用例

備蓄資材

駐車場

水防センター

ヘリポート

緑川船津地区

河川防災ステーション

上空から見た施設全体
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● テレワーク入門セミナー

　昨年５月に町商店街に誕生した町起業等応援施設「MEBKAS」。自分らしい働
き方やスキルアップを目指す人に向けたテレワーク入門やパワーポイント、生成
AI などを実践的に学べる講座を開催し、多くの町民の皆さんに受講していただ
きました。今回は受講者の皆さんに、お話しを聞いてみました。

町起業等応援施設「MEBKAS」

デジタル人材養成講座を開催しました

●お問い合わせ先　町起業等応援施設「MEBKAS」　☎0969-24-8775

　テレワークに対して難しそうと
いうイメージがあり、受講生の中
でも私が年齢的に高い方だったた
め、皆さんについていけるか少し
心配で緊張していました。
　しかし、とても丁寧に教えてく
ださり、質問もしやすかったので、
安心して学ぶこと
ができました。

安心して学ぶことができた

佐藤 春美さん
（仁田子区）

　何気に使っていたワードやエク
セルの便利な使い方がわかった
り、今まで使ったことのないパワ
ポも勉強できて助かりました。
　いろんな年代の方が参加されて
いたので、偏ってなくて皆さんと
交流できることもいいなと思いま
した。

参加者との交流もでき良かった

田中 比呂子さん
（岩下２区）

　すべての講座に参加しました。
大変丁寧なスタッフさんのサポー
トを頼りに毎回の課題に取り組み
ました。参加されている皆様の助
けもあり恐る恐る触ったパソコ
ン、インターネットでした。講座
に参加して世の中進んでいるなと
驚きに満ちた日々
でもありました。

学びと驚きに満ちた時間でした

赤星 美奈子さん
（中横田区）

　パソコンを触ることからだった
のでしばらくは大変でしたが、回
を重ねるごとに、出来る事が増え、
他の受講生の方とも話せるように
なり、楽しかったです。
　スタッフ、講師の方も親切にサ
ポートして、教えてくださり感謝
しかありません。

初めてでも楽しく学べました

坂上 かずみさん
（浅井区）

「ＭＥＢＫＡＳ」
人材養成講座を

受講した
皆さんの声

令和７年度に開催したデジタル人材養成講座

● オンラインお仕事講座

● パワーポイント＆生成 AI 実践講座

● AI 活用とノーコードでつくるアプリ
 　制作講座

　先輩テレワーカーの体験談やお仕
事事例などを聞きテレワークで活躍
する方法を学ぶ講座

　Word や Excel な ど パ ソ コ ン の 基
礎を学び、そのツールを活用してオ
ンラインでの仕事を体験する講座

　パワーポイントや生成 AI の活用方法な
どテレワークで働きたい人の基礎づくりの
講座

　生成 AI を使って、地域課題を発見しそれ
を解決するアプリ制作までを体験する講座

　この講座で、テレワークに興味のある方やパソコンスキルをアップさせたい方が多くいらっ
しゃることが分かりました。今後も、町民の皆さんの強みやスキルを芽吹かせるお手伝いになる
講座を「MEBKAS」で開催していきます。
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３
月
29
日
（
日
）、
甲
佐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
令
和
８
年
町
消
防
団

出
初
式
お
よ
び
操
法
競
技
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
賓
や
地
域
住
民
が
見
守
る
中
、
堀

田
高
志
団
長
以
下
２
４
３
人
の
消
防
団
員
た
ち
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
開
会
式
後
、
若
草
保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ

る
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
操
法
競
技
大
会
で
は
、
各
分
団
が
迅
速
か
つ
正
確
な

動
作
を
競
い
合
い
、
白
熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
団
員
た

ち
は
緊
張
感
の
中
に
も
冷
静
さ
を
保
ち
、
息
の
合
っ
た
連
携
で
見
事
な
操

法
を
見
せ
、
日
頃
の
訓
練
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、
火
災
や
災
害
時
に
地
域
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
出
初
式
お
よ
び
競
技
大
会
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の
向
上

と
地
域
の
絆
が
一
層
深
ま
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
消
防
団
の
活

動
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
団
出
初
式
・
操
法
競
技
大
会

地
域
防
災
の
要
、
こ
こ
に
集
結

　
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
が
一
堂
に
会
し
、
出

初
式
と
操
法
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
の
訓
練
成
果
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
緊
張
感
と

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

①
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３
月
29
日
（
日
）、
甲
佐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
令
和
８
年
町
消
防
団

出
初
式
お
よ
び
操
法
競
技
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
賓
や
地
域
住
民
が
見
守
る
中
、
堀

田
高
志
団
長
以
下
２
４
３
人
の
消
防
団
員
た
ち
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
開
会
式
後
、
若
草
保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ

る
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
操
法
競
技
大
会
で
は
、
各
分
団
が
迅
速
か
つ
正
確
な

動
作
を
競
い
合
い
、
白
熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
団
員
た

ち
は
緊
張
感
の
中
に
も
冷
静
さ
を
保
ち
、
息
の
合
っ
た
連
携
で
見
事
な
操

法
を
見
せ
、
日
頃
の
訓
練
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、
火
災
や
災
害
時
に
地
域
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
出
初
式
お
よ
び
競
技
大
会
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の
向
上

と
地
域
の
絆
が
一
層
深
ま
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
消
防
団
の
活

動
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

甲佐町消防団が表彰

　町消防団が、令和７年度消防功労者
消防庁長官表彰の表彰旗および第78回
日本消防協会定例表彰の表彰旗を受章
しました。
　これは、消防活動や防火・防災にお
いて特に功績のあった人や団体を表彰
するもの。３月に東京都で行われた両
表彰式に堀田高志団長が出席し、表彰
を受けました。

通常点検の部 小型ポンプ操法競技の部

①小型ポンプ操法競技の部で火点
に筒先を向ける第１分団第２部団
員②第１分団の通常点検③若草保
育園幼年消防クラブによる通常点
検④ホース延長⑤第４分団第３部

（船津）の操法競技

審査順位

消防団員を
募集しています

▶消防団に関するお問い合わせ先　
　町危機管理防災課
　☎096-234-1167

▲�消防庁長官表彰と日本消防協会定例表彰を受章し
た町消防団の堀田団長（右）と北里副団長

　私たちの町では、火災や災害
から地域を守る「消防団員」を
募集しています。消防団は、普
段は仕事や学業に励みながら、
いざという時に活動する地域密
着型の防災組織です。 
　未経験でも大歓迎。研修や訓
練を通じて知識や技術を身につ
けることができますし、地域と
のつながりづくりにも役立ちま
す。 
　あなたも、大切な人と町を守
る一員になりませんか？

②

④

③

⑤

役場分団 第１分団第２部（上豊内）

第２分団（竜野地区） 第４分団第８部（府領）

第４分団（乙女地区） 第４分団第１部（津志田）
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■
歳
入

　
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
（
ふ
る

さ
と
納
税
）
の
受
け
入
れ
額
に
つ
い
て
、

近
年
の
動
向
を
踏
ま
え
昨
年
度
同
額
程

度
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
収
入
も
経
済

情
勢
の
段
階
的
な
回
復
に
よ
る
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
令
和
７
年
８
月

豪
雨
災
害
復
旧
事
業
や
学
校
施
設
の
長

寿
命
化
に
係
る
経
費
の
増
加
な
ど
か
ら

財
源
不
足
も
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
経
費

削
減
に
よ
る
不
足
額
の
縮
小
を
図
り
つ

つ
、
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
基
金
や
財
政

調
整
基
金
（
町
の
貯
金
）
を
取
り
崩
す

こ
と
で
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
出

　
新
規
事
業
と
し
て
、
小
・
中
学
校
児

童
生
徒
の
給
食
費
の
無
償
化
、
公
共
施

設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
令
和
７
年
８
月
豪
雨

災
害
を
踏
ま
え
た
抜
本
的
な
内
水
対
策
、

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調
設
備

の
設
置
、
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
下

流
側
へ
の
公
園
整
備
に
向
け
た
設
計
の

実
施
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
バ
ス
通
学
用
定
期
券
購
入
助
成
事
業
」、

「
こ
う
さ
っ
子
・
子
育
て
応
援
金
事
業
」、

生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

「
里
道
補
修
整
備
事
業
」
な
ど
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

令和８年度

【歳入項目の説明】【歳出項目の説明】

■自主財源………………町が自主的に集めることができるお金
●その他（自主財源）…町の施設の使用料や証明書の発行手数料、
　　　　　　　　　　預金利子や前年度からの繰越金など

●繰入金…………………積み立てておいた基金を取り崩して一般会
　　　　　　　　　　計に受け入れたお金

●町税……………………皆さんに納めていただいた町民税や固定資
　　　　　　　　　　産税など

●分担金・負担金………町が行う特定の事業によって利益を受ける
　　　　　　　　　　人から徴収されるお金

■依存財源………………国や県から交付されるお金や町債
●地方交付税……………�すべての市町村が一定の住民サービスを実

施できるように国が交付するお金
●国庫支出金……………事業を行うために国が交付するお金
●町債……………………道路や小・中学校などの社会資本を整備す
　　　　　　　　　　るための借金

●県支出金………………事業を行うために県が交付するお金
●その他（依存財源）…国から配分される地方譲与税やゴルフ場利
　　　　　　　　　　用税など

●総務費…………町全体の運営に関する経費や、財産の管理にかか
　　　　　　　る経費

●商工費…………商工業や観光業の振興にかかる経費
●民生費…………高齢者福祉や児童福祉、障がい者福祉といった福
　　　　　　　祉事業全般にかかる経費

●土木費…………町道、河川維持や整備にかかる経費
●災害復旧費……令和７年８月豪雨の災害復旧にかかる経費
●公債費…………町の借金である町債を返済するための経費
●教育費…………小・中学校の義務教育にかかる経費や、公民館活
　　　　　　　動・保健体育活動などの社会教育にかかる経費

●衛生費…………町民の健康のための経費や、ごみ、し尿などの　
　　　　　　　処理にかかる経費

●消防費…………消防組合・消防団の運営にかかる経費や、防災に
　　　　　　　かかる経費

●農林水産業費…農林業振興のための経費や、農道などの維持や整
　　　　　　　備にかかる経費

●議会費…………町議会の開催や運営にかかる経費
●その他…………諸支出金・予備費など

令和８年度一般会計は

148億6,643万円

まちの予算

（前年度比11.0％増）

　本町の令和８年度当初予算が町議会
３月定例会で成立しました。今年度の
一般会計予算は148億6,643万円であ
り、前年度比11.0％の増額となりまし 
た。

●お問い合わせ先
　町総務課
　☎096-234-1140（内線223）

まちの予算の詳細は、町公
式ウェブサイトに掲載して
います。ぜひご覧ください。

町公式ウェブサイト
「まちの予算について」▶

歳入

　　

依
存
財
源

　　自
主
財
源

その他
42億3,622万円

28.4％

繰入金
15億1,712万円

10.2％

町税
10億6,417万円

7.2％分担金・負担金
3,811万円
0.3％

地方交付税
26億円
17.5％

国庫支出金
24億9,977万円

16.8％

町債
16億2,860万円

11.0％

県支出金
９億2,727万
6.2％

その他
３億5,517万円

2.4％
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■
歳
入

　
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
（
ふ
る

さ
と
納
税
）
の
受
け
入
れ
額
に
つ
い
て
、

近
年
の
動
向
を
踏
ま
え
昨
年
度
同
額
程

度
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
収
入
も
経
済

情
勢
の
段
階
的
な
回
復
に
よ
る
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
令
和
７
年
８
月

豪
雨
災
害
復
旧
事
業
や
学
校
施
設
の
長

寿
命
化
に
係
る
経
費
の
増
加
な
ど
か
ら

財
源
不
足
も
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や
経
費

削
減
に
よ
る
不
足
額
の
縮
小
を
図
り
つ

つ
、
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
基
金
や
財
政

調
整
基
金
（
町
の
貯
金
）
を
取
り
崩
す

こ
と
で
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
出

　
新
規
事
業
と
し
て
、
小
・
中
学
校
児

童
生
徒
の
給
食
費
の
無
償
化
、
公
共
施

設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
令
和
７
年
８
月
豪
雨

災
害
を
踏
ま
え
た
抜
本
的
な
内
水
対
策
、

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調
設
備

の
設
置
、
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
下

流
側
へ
の
公
園
整
備
に
向
け
た
設
計
の

実
施
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
バ
ス
通
学
用
定
期
券
購
入
助
成
事
業
」、

「
こ
う
さ
っ
子
・
子
育
て
応
援
金
事
業
」、

生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

「
里
道
補
修
整
備
事
業
」
な
ど
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

■特別会計当初予算額
令和８年度 令和７年度 増減率

国民健康保険事業 13億5,943 13億8,192 ▲1.6

介護保険事業 16億6,279 16億8,315 ▲1.2

後期高齢者医療事業 ２億4,973 ２億2,503 11.0

特別会計 32億7,195 32億9,010 ▲0.6

当初予算の主な事業

令和８年度 令和７年度 増減率

収益的収入 １億7,199 １億7,760 ▲3.2

収益的支出 １億7,199 １億7,760 ▲3.2

資本的収入 9,182 8,572 7.1

資本的支出 １億6,067 １億6,680 ▲3.7

■上水道事業当初予算額 （万円・％）

（万円・％）

　総務費

　区行政運営交付金 1,632

　甲佐高校魅力化支援事業 1,577

　過疎地域持続化活動交付金事業 963

　移住就職支援プログラム運営事業 930

　商工費

　観光振興体制構築事業 700

　企業誘致現地マーケティング事業 136

　民生費

　こうさっ子・子育て応援金 2,996

　ICT活用による雇用創出に向けた地域連携プロジェクト 1,360

　保育料の負担軽減事業 1,242

　甲佐町老人クラブ活動補助金 233

　甲佐町高齢者補聴器購入費用助成事業 100

　土木費

　道路の新設や改良などの経費 13億8,960

　災害復旧費

　令和７年８月豪雨による施設等の災害復旧事業 12億3,459

　教育費

　学校給食無償化事業 6,252

　小・中学校屋内運動場空調設備事業 911

　修学旅行費補助事業 885

　史跡陣ノ内城跡整備基本計画策定事業 691

　衛生費

　がん検診事業 1,816

　高齢者インフルエンザ予防接種事業 740

　５歳児健康診査事業 33

　新生児聴覚検査費助成事業 27

　消防費

　中横田地区浸水対策事業 １億2,000

　内水対策検討業務事業 2,000

　総合防災マップ更新事業 600

　農林水産業費

　新規就農者育成総合対策事業 960

　耕作放棄地活用事業 306

　甲佐町生薬生産推進事業 81

（万円）

歳出

総務費
31億31万円
20.9％

教育費
６億5,319万円

4.4％

衛生費
６億3,471万円

4.3％

消防費
６億810万円
4.1％

農林水産業費
５億8,558万円

3.9％
予備費
2,000万円
0.1％

議会費
7,587万円
0.5％

商工費
28億4,710万円

19.2％

民生費
23億311万円
15.5％

土木費
16億6,699万円

11.2％

災害復旧費
12億3,459万円

8.3％

公債費
11億3,688万円

7.6％
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企
画
課
長
　
本
田
幸
嗣
（
企
画
課
企
画
政
策
係
長
）

企
画
課
審
議
員
　
北
畑
公
孝
（
企
画
課
長
）

危
機
管
理
防
災
課
長
　
佐
藤
大
治（
御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合
派
遣
）

住
民
生
活
課
長
　
宮
崎
貴
美
代
（
健
康
推
進
課
長
）

健
康
推
進
課
長
　
早
﨑
伊
津
子
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
）

議
会
事
務
局
長
　
井
上
幸
介
（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
教
育
課
長
　
奥
名
雄
吉（
住
民
生
活
課
長
兼
町
民
セ
ン
タ
ー
所
長
）

総
務
課
庶
務
係
長
　
田
上
美
紀
（
建
設
課
住
宅
係
長
）

企
画
課
企
画
政
策
係
長
　
松
本
多
門
（
建
設
課
管
理
係
長
）

危
機
管
理
防
災
課
交
通
防
犯
係
長
　
増
田
勇
介
（
く
ら
し
安
全
推
進
係
長
）

税
務
課
徴
収
係
長
　
得
能
友
貴
（
税
務
課
徴
収
係
）

住
民
生
活
課
町
民
セ
ン
タ
ー
係
長
兼
町
民
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
竜
也
（
町
民
セ
ン
タ
ー
同
和
対
策
係
長
）

福
祉
課
子
ど
も
支
援
係
長
　
眞
下
妙
子（
福
祉
課
子
ど
も
支
援
係
）

農
政
課
整
備
係
長
　
緒
方
伸
也
（
農
政
課
整
備
係
）

建
設
課
管
理
係
長
　
久
米
修
永
（
農
政
課
整
備
係
長
）

建
設
課
住
宅
係
長
　
緒
方
文
代
（
福
祉
課
子
ど
も
支
援
係
長
）

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
　
池
田
り
か
（
総
務
課
庶
務
係
長
）

学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
木
村
智
香（
税
務
課
徴
収
係
長
）

　
　

企
画
課
企
画
政
策
係
　
岩
井
直
樹
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
）

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
　
小
堀
龍
聖
（
福
祉
課
福
祉
係
）

危
機
管
理
防
災
課
消
防
防
災
係
　
松
岡
陸
（
総
務
課
消
防
係
）

税
務
課
課
税
係
　
北
野
太
（
議
会
事
務
局
長
）

税
務
課
徴
収
係
　
松
本
里
穂
（
福
祉
課
介
護
保
険
係
）

住
民
生
活
課
町
民
セ
ン
タ
ー
係
　
中
林
健
次
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）

福
祉
課
福
祉
係
　
中
野
尚
（
福
祉
課
子
ど
も
支
援
係
）

福
祉
課
子
ど
も
支
援
係
　
野
仲
希
望
（
福
祉
課
介
護
保
険
係
）

福
祉
課
子
ど
も
支
援
係
　
松
下
雅
子（
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
）

福
祉
課
介
護
保
険
係
　
谷
崎
千
尋
（
福
祉
課
福
祉
係
）

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
　
後
藤
喜
治（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
）

環
境
衛
生
課
水
道
係
　
杉
本
恵
多
（
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
）

農
政
課
経
営
係
　
佐
々
木
智
也
（
税
務
課
課
税
係
）

建
設
課
住
宅
係
　
土
口
佑
海
（
建
設
課
管
理
係
）

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
　
上
田
佳
範
（
建
設
課
建
設
係
）

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
　
山
口
奈
那
（
税
務
課
課
税
係
）

危
機
管
理
防
災
課
課
長
補
佐

兼
防
災
対
策
監
兼
消
防
防
災
係
長
　
古
賀
義
雄

農
政
課
参
事
　
渡
邊
哲
司
【
更
新
】

建
設
課
課
長
補
佐
　
志
戸
岡
弘

建
設
課
参
事
　
上
田
信
裕

建
設
課
参
事
　
平
川
照
寿

学
校
教
育
課
教
職
員
（
白
旗
小
）　
島
田
美
保
【
更
新
】

福
祉
課
参
事
　
古
閑
裕
子
【
更
新
】

農
政
課
参
事
　
川
端
励
志
【
更
新
】

社
会
教
育
課
参
事
　
奥
村
伸
二
【
更
新
】

御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
田
上
大
助
（
学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

農
政
課
主
幹
　
清
水
義
男
（
愛
媛
県
か
ら
派
遣
）

農
政
課
主
事
　
眞
木
悠
吾
（
長
崎
県
か
ら
派
遣
）

農
政
課
主
事
　
津
野
智
貴
（
福
岡
県
か
ら
派
遣
）

春の人事異動を経て新たな体制でスタートした本町の職員人事
についてお知らせします。

町職員等人事異動の紹介

課
長

係
長

係
員

※
（　
）
は
前
所
属
な
ど

人
事
異
動

令
和
８
年
度

任
期
付

再
任
用

派
遣
・
出
向

中
長
期
派
遣
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町 の 組 織 を 見 直 し ま し た

■お問い合わせ先　　町総務課　☎096-234-1140（内線221）

　町では、令和８年４月１日（水）から業務の効率化を図るため業務分担を一部見直しまし
た。これに伴い、危機管理、防災、交通安全および防犯に関する事務を担う危機管理防災課
を新設。町民センターを住民生活課の所管部署に変更しました。

令和８年度新規採用職員９名をご紹介

地域振興課 商工観光係
野
の だ

田 ひめな
税務課 課税係

篠
しのつか

塚 愛
あ い こ

子
住民生活課 住民係

森
もりもと

本 さくら
健康推進課 健康推進係

石
いしざか

坂 美
み れ い

礼
福祉課 福祉係

小
こ も り

森 太
た い が

雅

福祉課 介護保険係
本
ほ ん だ

田 智
ともなり

成
建設課 管理係

續
つ づ き

木 凰
ふ う か

蘭
建設課 住宅係

緒
お が た

方 一
いっしん

心
社会教育課 社会体育係

田
たのうえ

上 湧
ゆ う ご

梧

くらし安全推進室

危機管理防災課

消防防災係

交通防犯係

くらし安全推進係

住民生活課

住民係 保険係

NEW

町民センター

同和対策事務局

町民センター係NEW

☎ 096-234-1167

☎ 096-234-2459

※町民センター係は、町民センター内に在籍

・�危機管理、くらし安
全に関すること

・防災および消防に
　関すること

・交通安全および
　防犯に関すること

・人権に関すること

・人権に関すること
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こうさ の 話題

▲町役場前から出発する白バイを見送る関係者たち

　３月24日（火）、甲佐高校生が㈱木村のあられと協
力して販売したあられの収益の一部を本町に支援金と
して贈呈されました。生徒会長の山下弥優さんと坂井
大志さんが「甲佐町が活気づくようにイベントなどで
使ってください」と甲斐町長に目録を贈呈。甲斐町長
は「支援いただきありがとうございます。町の復興に
向けて大切に使わせていただきます」と述べました。

あられ販売の収益で町を支援
甲佐高校生が町へ支援金

交通事故ゼロを目指して
春の交通安全運動出発式

▲甲斐町長に支援金を手渡す山下さん（中央）と坂井さん（左）

▲豊野クローバーズの３位入賞に貢献した田上夏都さん（有安区）

　３月20日（祝）～22日（日）、沖縄県で開催され
た第43回九州中学校バレーボール選抜優勝大会に田
上夏都さん（甲佐中２年・有安区）が出場しました。
　田上さんは、所属する豊野クローバーズのセッター
のポジションで、女子の部３位入賞に大きく貢献。

「最後まであきらめず接戦を勝ち切ることができ、大
きな自信につながりました」と大会を振り返りました。

仲間とねばりつかんだ栄光
九州中学校バレーボール選抜優勝大会

横断旗150本を町に贈呈
㈱大福物流の地域貢献活動

▲横断旗を甲斐町長に手渡す㈱大福物流の宮本勝利取締役（左）

　３月26日（木）町役場で、㈱大福物流からの横断
旗の贈呈式が行われました。
　同社の地域貢献活動の一環として、児童の通学路で
の交通事故防止のため、道路横断時に掲げる黄色の横
断旗150本を贈呈。宮本勝利取締役が「子どもたちや
地域の交通安全のためにぜひ使ってください」話し、
甲斐高士町長に横断旗を手渡しました。

　４月６日（月）～15日（水）の10日間、春の全国
交通安全運動が行われました。
　同運動は、交通事故防止の徹底を図ることを目的に
御船署管内の４町が合同で実施。３日（金）は、町生
涯学習センターで関係者が出発式を行った後、車を運
転するドライバーへ交通指導員らが事故防止の呼びか
けなどを行いました。
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こうさの旬な情報を発信！

希望に満ちた新たな一歩
令和８年度小・中学校入学式
　４月９日（木）町内の各小学校および甲佐中学校で
令和８年度入学式が開催されました。
　本年度は甲佐小20人、白旗小19人、乙女小16人、
龍野小16人、甲佐中85人が入学しました。
　白旗小学校（宮川智之校長）では、花で飾られた体
育館で入学式を開催。上級生や保護者のあたたかい拍
手で迎えられて新入学児童が元気よく入場。入学児童
氏名報告が行われ、名前を呼ばれた新入学児童たちは
大きな声で返事をして起立しました。
　宮川校長は「命を大切にすること、毎日元気に登校
すること、この２つの約束を守って、明日から皆さん
の元気な笑顔で登校してください」と式辞。児童を代
表して上野絆さん（６年・北早川区）が「一緒に楽し
い白旗小を作っていきましょう」とあいさつし、新入
生を歓迎しました。町教育委員会からは教科書、甲佐
ライオンズクラブからは雨の日の登下校に備えた黄色
い傘やランドセルカバーが贈呈され、それぞれ新入児
童代表の４人が受け取りました。▲氏名報告で名前を呼ばれ元気よく返事をして起立する新入児童たち

　（上）甲佐ライオンズクラブから黄色い傘を受け取る新入児童

▲町社協の甲斐会長と協定を結んだ「あゆの会」溜渕会長（左）

　３月26日（木）町役場で、「あゆの会」と町社会福
祉協議会との連携協定締結式が行われました。
　同会は、地域の自主防災力向上のための啓発活動や、
災害時の避難所運営などの支援を行う防災士の団体。
本協定では、有事の際に町社協が設置する「災害ボラ
ンティアセンター」の運営支援や人的派遣など災害時
の連携体制の強化を図る協定が結ばれました。

地域の命を守る体制を強化
防災士「あゆの会」と町社協が連携協定

農と水を守る貢献に栄誉
遠山敬光さんに全国土地改良功労者等表彰

▲「全土連会長賞」表彰を受けた甲佐町土地改良区の遠山敬光理事長

　３月25日（水）東京都で開催された第67回全国土
地改良功労者等表彰式で、町土地改良区の遠山敬光理
事長が全土連会長賞を受賞しました。同表彰は、全国
土地改良事業団体連合会が土地改良事業を通じ地域農
業の発展に向けて多大な貢献をした個人や団体に行う
もの。平成19年から町土地改良区理事、令和元年か
ら同理事長を務めた功績が認められ受賞となりました。
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　「最近、背中が丸まってきた気がす
る」「なんとなく身体が重たい」そん
な悩みはありませんか？町フィットネ
スセンターでは、無理なく、楽しく、
本来の美しい姿勢を取り戻すヨガ教室

を 開 催 し て い
ます。

【姿勢改善チェ
アヨガ】
　 椅 子 に 座 っ
て 行 う の で、
運 動 が 久 し ぶ
り の 方 や 膝・

腰に不安がある方も安心。「これなら
続けられる！」と大好評のクラスです。
●開催日時　毎月第２・４土曜日
　午前10時30分～午前11時30分

【大人のための姿勢改善ヨガ】
　姿勢を支える「体幹」を刺激し、ブ
レないバランス能力を養います。レッ
スン後の、背筋がスッと伸びて視界が
広がる感覚をぜひ体感してください。
●開催日時　毎月第２・４土曜日
　午後１時～午後２時
●参加料
　550円（税込み）

Health
藤本　佑子 さん

（ 保健師 ）健康だより
がんを知って、がんになっても自分らしく生活するために

Fitness

甲佐町フィットネスセンター

『おっ、姿勢いいね』と言われたい、すべての方へ

今月の紹介者

　がんは誰でもなる可能性がある病気で、日本人の２人
に１人は、一生のうちに何らかのがんになると言われて
います。がんになる人もがんで亡くなる人も年々増加し
ていますが、その主な理由が高齢化です。高齢化の影響
を除くと、がんになる人の割合は2010年ごろからほぼ
横ばい、がんで死亡する人の割合は1990年代半ばを
ピークに減少しています。
● どうしてがんになる ?
　がんは遺伝子が傷つくことによって起こる病気です。
特別な原因がなくても遺伝子が傷つくこともありますが、
たばこの煙や紫外線、菌やウイルスによって遺伝子が傷
つき、がんの原因となることが分かっています。
● がんを予防するためには ?
　がんを完全に防ぐことはできませんが、禁煙をする、
飲酒を控える、バランス良く食事を取る、適正体重を維
持するなど生活習慣に気を付けることによって、がんに
なりにくくすることができます。
● 死亡するリスクはがん検診を受診することで減少
　がんは一般的に進行すると治りにくく、体への負担も
大きくなります。科学的な根拠に基づいたがん検診を定
期的に受診することで、がんの早期発見、適切な治療に
つなげることができます。
● がんになっても自分らしく生活するために
　がんにかかった人の生存率は、治療法の進歩などによ

り、多くのがんで向上傾向にあります。すべてのがんを
完全に治すことはできませんが、治療や定期的な検査を
受けながら社会生活を続けている人がたくさんいます。
治療や生活における身体的・心理的・経済的負担を軽減
するための制度もあり、町では令和７年度から『甲佐町
がん患者アピアランスケア推進事業』を開始しました。
● 「がん患者アピアランスケア推進事業」とは ?
○対象者
　がんと診断され、その治療に起因する脱毛や乳房の手
術などに伴い、ウィッグなどのアピアランスケア用具が
必要な人
○助成の対象となる用具および助成額
①ウィッグなど
　購入費用の２分の１（上限５万円）
②乳房補整具など
　購入費用の２分の１（上限10万円）
※�いずれも令和７年４月１日以降に購入した用具が対象

で、助成は①・②それぞれ１人１回限り。
　町では他に『甲佐町若年がん患者在宅療養生活支援事
業』も実施しています。詳しくは町公式ウェブサイトを
ご覧になるか、お尋ねください。 
●お問い合わせ先
　町健康推進課（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8711

錦戸 里佳さん
〔ヨガインストラクター〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲ヨガ教室で美しい姿勢を取り戻してみませんか。
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月　日 当番医 電話番号

５月10日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

５月24日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどでご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

１日（金） 　身体測定（身長・体重）
８日（金） 　母の日のプレゼント作り
11日（月） 　お散歩
13日（水） 　お人形遊び
15日（金） 　電車ごっこ
18日（月） 　ボール遊び
20日（水） 　おやつ作り（要予約）※
22日（金） 　タオル遊び
25日（月） 　親子で読書
27日（水） 　製作
29日（金） 　砂場遊び

 ※要予約の活動は、１週間前までに予約をお願いします。
 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

　 ４か月児健診

　　５月21日（木）　午前10時

　　６月18日（木）　午前10時

　 ７か月児健診

　　５月21日（木）　午前9時30分

　　６月18日（木）　午前9時30分

　 11か月児健診

　５月21日（木）　午前９時

　６月18日（木）　午前９時

　 １歳６か月児健診

　５月12日（火）　午後１時

　 ３歳児健診

　５月12日（火）　午後１時10分

５月・６月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　５月の子育て支援カレンダー ● ５月の町内休日当番医

●５月の町内休日当番薬局

月　日 当番薬局 電話番号

５月10日 甲 佐 薬 局 096-234-3876

５月24日 三 恵 薬 局 096-234-3678

※健診などの日時は変更となる場合
があります。対象の方に個別にお送
りする通知を必ずご確認ください。

　郡内の当番医については、23㌻のイベントカレンダー
をご覧になるか、熊本日日新聞の当番医一覧や上益城医
師会ホームページ、町公式ウェブサイトなどでご確認く
ださい。

▶休日当番医が広域化されました

松野 歩
あ ゆ た

詩 ちゃん（４か月）
　父　祐太さん　
　母　葵さん　（下豊内区）

じじこ ばばこ、１年間お世話になり
ます！よろしくね♡

佐藤 遥
は る と

人 ちゃん（９か月）
　父　博亮さん　
　母　瑠華さん　（緑町区）

お兄ちゃん、お姉ちゃん大好き‼
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絶え間なく続く暮らしの中で、変わった
ものとは、そして変わらないものとは
何か…。昭和の始まりから現在までの
100 年という歴史の中、熊本で起きた
さまざまな出来事を「熊本日日新聞」収
蔵の豊富な写真と文章で振り返ります。

公認会計士として、はた目には順調な生
活を送っている岡田。しかし、高校時代
の仲間だった横井に 500 万円を貸した
ことから、人生が狂い始める…。「生きる」
ことのやりきれなさとおかしみに、感情
を刺激され続ける一冊です。

「なぜ太陽に寿命があるの？」「どうして
光の速度が一番早いの？」素朴な疑問を
入口に、現在の宇宙像へ至るまでの「な
ぜその考えが必要になったのか」という
道筋を平易にたどり直す…。専門知識が
なくても宇宙の謎を楽しめる一冊です。

父が殺され、以来 12年間、敵討ちのた
めに諸国を巡る清史郎。しかし、敵の手
掛かりは見つからない。病死した母の弔
いのためふるさとに戻った清史郎は、あ
る少年を助けるが…。丁寧に描かれた人
間ドラマに心揺さぶられる一冊です。

ショートケーキ、シュークリーム、バタ
ーケーキ…。昔ながらのビジュアルが魅
力の「レトロケーキ」の世界を深掘り。
老舗名洋菓子店の歴史や秘話、店の看板
を背負って立つ歴史あるケーキなどをノ
スタルジックな写真で紹介しています。

小説 一般書

みずうみの満ちるまで
土形 亜理 著／早川書房

くまもと昭和100年［1926－2025］
熊本日日新聞社

生きとるわ
又吉 直樹 著／文藝春秋

春かずら
　澤田 瞳子 著／幻冬舎

東大研究員がゼロから考えてみた
「宇宙の常識」　澤田 涼 著／大和出版

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

気候変動と戦争に荒れた未来。富裕層は
精神を仮想空間に移し永遠の命を得た
が、全財産を次世代に託し死を選ぶ者も
いた。絶望の先に生まれた場所で、受け
渡されてゆく命の物語…。第 13回ハヤ
カワ SFコンテスト特別賞受賞作です。

図
書
室

行
こ
う
へ

▲町図書室カウンター前に設置してある
「自然に親しむ」のコーナー

素晴らしきレトロケーキの世界
中田 ぷう 著／光文社
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　今回は、小山田家（おやまだけ）に伝わる「小
お や ま だ

山田
家
け も ん じ ょ

文 書 」 の 時 代、 宝 暦 ４ 年（1754年 ） ～ 宝 暦 ６ 年
（1756年）の「米」の価格について調べてみました。
　小山田家文書によると、このころの米の価格は、宝
暦４年が１俵（60㌔）＝銀13匁

もんめ
、宝暦５年が３斗

と
５升

しょう

（52.5㌔）＝銀23～25匁、宝暦６年が１斗５升（22.5
㌔）＝銀23匁だったようです。
　ここで、米５㌔当たりの平均価格4,073円（※１）
を基に金１両を現在の金額に換算すると、金１両は約
12万2,190円（※２）。江戸中期の金１両は銀60匁で
すので、当時の銀１匁は約2,037円と試算されます。
この銀１匁（約2,037円）を基準に米10㌔を現在の価
格に換算すると、宝暦４年は4,410円、宝暦５年は
8,920円～9,700円、宝暦６年は２万820円となり、
宝暦５・６年は不作だったことが推測されます。
　この時期の米の価格は日照りや水害など自然災害な
どの影響を受けやすく、安定して米を作ることは大変

だったことと思います。そこで、小山田家文書には米
の価格以外にも栗や大麦、小麦、大豆や小豆、ひえや
唐芋などさまざまな穀物の金額も記してあり、多くの
穀物が取り引きされていたことが分かります。最近至
るところで田んぼの埋め立てが行われて、いつのまに
か宅地や工場に代わっていてびっくりします。人手不
足や高齢化のためと思いますが、米不足の時の慌て方
を見るとこれから先の心配
が目に浮かぶようです。
※１　農林水産省発表の全
国スーパー約1000店舗で
令和８年２月23日～３月
１日に販売された平均価格
※２　日本銀行金融研究所
貨幣博物館ウェブサイト

『江戸時代の１両は今のい
くら』より

■
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
未

　
来
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
私
た
ち
が
過
ご
す
日
常
は
、
決
し
て
当
た

り
前
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
ま
で
に
多
く
の
命
を
奪
っ
て
き
た
戦
争

は
、
最
大
の
人
権
侵
害
で
す
。
こ
う
し
た
人

権
侵
害
の
な
い
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
誰
も
が
職
場
・
家
庭
・
地
域
で
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
平
和
な
社
会
が
必
要

で
す
。
過
去
か
ら
学
び
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
た

め
に
、
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　
戦
争
は
、
人
間
が
持
つ
基
本
的
な
権
利
で

あ
る
「
生
き
る
権
利
」
を
根
底
か
ら
奪
う
人

権
侵
害
で
す
。
か
つ
て
の
戦
禍
で
は
、
子
ど

も
を
含
む
多
く
の
人
々
が
自
分
の
意
志
と
は

無
関
係
に
未
来
を
閉
ざ
さ
れ
、
家
族
と
の
絆

を
引
き
裂
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
痛
み
や
悲
し

み
は
、
決
し
て
過
去
の
遠
い
出
来
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
日
本
で
は
、
戦
後
か
ら
長
い
年
月
が
経
ち
、

戦
争
を
体
験
し
た
方
の
声
を
聞
く
機
会
は

年
々
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
の
教
訓

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
平
和
を
維
持
す
る

た
め
の
基
盤
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
私
た
ち
が
平
和
に
つ
い
て
語
り
継
ぐ
こ

と
は
、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い

と
い
う
強
い
意
思
の
表
明
な
の
で
す
。

　
平
和
な
社
会
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。「
相
手
を

尊
重
す
る
」、「
多
様
な
意
見
を
受
け
入
れ

る
」、「
自
分
と
は
違
う
立
場
を
想
像
し
て
み

る
」
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
思
い
や

り
や
対
話
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
礎
と
な
り

ま
す
。

　
「
平
和
」
は
、
誰
か
に
与
え
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
私
た
ち
が
作
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
た
め
に
、

ま
ず
は
隣
の
人
を
大
切
に
す
る
心
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
４
）

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

戦
争
の
な
い
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

小山田家文書からみた米の価格文化財探訪

お問い合わせ先　　町社会教育課　　☎ 096-234-2447（内線327）

第132回

▲「小山田家文書」

町文化財保護委員　石坂 妙（吉田区）
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自
分
の
強
み
を
仕
事
に
す
る
基
礎
づ
く
り

「
企
業
マ
イ
ン
ド
入
門
講
座
」
を
開
催

　
34
名
の
新
入
生
が
新
た
な
学
校
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
度
は
全
校

生
徒
数
が
１
０
７
名
と
な
り
、
生
徒
・
教

職
員
一
同
、
地
域
と
と
も
に
活
気
あ
ふ
れ

る
学
校
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
入
学
式
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
春
ら

し
い
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
式
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
は
や
や
緊
張

し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、
担
任
の
呼
名
に

し
っ
か
り
と
応
え
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
高

校
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に
式
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
原
恭
一
校
長
か
ら
「
本
校

で
の
学
び
や
仲
間
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
が

贈
ら
れ
、
来
賓
の
甲
斐
高
士
町
長
か
ら
も

温
か
い
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
新
入

生
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
入
生
代
表
に
よ
る
宣
誓
で
は
、
高
校

生
活
へ
の
抱
負
が
力
強
く
述
べ
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
の
３
年
間
へ
の
決
意
が
感
じ
ら
れ

る
立
派
な
内
容
で
し
た
。
甲
佐
町
で
、
そ

し
て
甲
佐
高
校
で
学
ぶ
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、「
こ
こ
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
御
多
用
の
中
、
御
臨
席
い
た
だ
き
ま
し

た
来
賓
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
、
本
校
の
教
育
活
動
に

対
し
ま
し
て
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
仲
間
と
新
た
な
学
び
舎
で

ス
タ
ー
ト
す
る
未
来
へ
の
第
一
歩

▲新入生に向けて歓迎の式辞を贈る原恭一校長
（上）、宣誓を行う新入生代表

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol.38

Town Development
甲佐のまちづくり

  県立甲佐高校（甲佐町横田 327）　☎ 096-234-0041

　
３
月
24
日
（
火
）、
町
起
業
等
応
援

施
設
「
Ｍ
Ｅ
Ｂ
Ｋ
Ａ
Ｓ
」
の
サ
ロ
ン

ス
ペ
ー
ス
で
「
起
業
マ
イ
ン
ド
入
門
」

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
在
宅
勤
務
が
増

加
し
、
業
務
内
容
も
多
様
化
し
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

と
し
て
働
く
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て

開
催
。
講
師
の
對
比
地
麻
衣
さ
ん
が

実
体
験
や
働
き
方
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　
起
業
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
活

動
す
る
う
え
で
重
要
と
な
る
「
考
え

方
」
や
「
心
構
え
」
に
つ
い
て
学
び
、

参
加
者
自
身
の
経
験
や
得
意
分
野
を

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
、
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
「
講
師
の
起
業
ま

で
の
考
え
方
や
実
際
の
体
験
談
、
自

分
の
強
み
や
ス
キ
ル
を
再
発
見
す
る

た
め
の
考
え
方
、
小
さ
く
始
め
る
起

業
の
方
法
（
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
）

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
や
「
自
分

の
強
み
や
ス
キ
ル
を
再
発
見
す
る
た

め
の
考
え
方
や
、
小
さ
く
始
め
る
起

業
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

▲「企業マインド入門」講座で学ぶ受講者たち
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　　※ イベント等はやむを得ず中止・延期になる場合があります。
　　※ 休日当番医は変更になる場合がありますので、最新情報は上益城郡医師会ホームページなどでご確認ください。

R8.5 イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。

日 月 火 水 木 金 土
4/26 4/27 4/28

 

4/29 4/30 １
  行政区配達 
 （町総務課）

２
 

３
　  休日当番医
・山地外科胃腸科
　医院（嘉島町）
 ☎096-237-0003
・髙本脳神経外科
　（益城町）
 ☎096-289-0088
・小糸整形外科
　（御船町）
 ☎096-282-0050

４

 

５ ６ ７
 消費生活相談
 （町福祉課）
 

 

８
 

９
 

10
　  休日当番医
・のぐち皮ふ科
　（嘉島町）
 ☎096-237-4112
・かいがクリニック
　（益城町）
 ☎096-286-2023
・甲佐眼科クリニック
 ☎096-235-5600

11
 法律・人権・行政
・心配ごと相談 
 （町福祉課）   

12
 １歳６か月・
 ３歳児健診
 （町健康推進課）

13
 

14
 消費生活相談
 （町福祉課）

15
 行政区配達 
 （町総務課）

16
 

17
　  休日当番医
・矢部広域病院
　（山都町）
 ☎0967-72-1121
・たかぞえ内科循環器内
　科クリニック（御船町）
 ☎096-282-0070
・益城整形外科
　（益城町）
 ☎096-286-1818

18
 狂犬病集団予防
 注射（～21日

（木）・24日（日））
 （町環境衛生課）

19
 

20
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

 認知症について
 の相談会と家族
 のつどい 
 （町福祉課）

21
 消費生活相談
 （町福祉課）

 ４か月・７か月・
 11ヶ月児健診
 （町健康推進課）

22 23
 

24
　  休日当番医
・荒瀬病院
 ☎096-234-1161
・さくら病院（益城町）
 ☎096-286-8111
・たなか内科眼科
　（嘉島町）
 ☎096-235-7235

25 26 27
 

28
 口座振替日
 （町税務課）
 消費生活相談
 （町福祉課）

29
 
 夜間窓口 
 （町税務課）

 豪雨災害義援金
配分申請期限 
 （町住民生活課）

30
 

31
　  休日当番医
・益城中央病院
　（益城町）
 ☎096-286-3151
・榊田泌尿器科外科
　医院（御船町）
 ☎096-282-6363
・香田整形外科・
　内科（嘉島町）
 ☎096-237-2811

6/1

 行政区配達 
 （町総務課）

 納期限
 （町税務課）

 法律・人権・行政
・心配ごと相談 
 （町福祉課）

6/2 6/3

 

6/4

 消費生活相談
 （町福祉課）

6/5 6/6

 

23 広報 こうさ 2026.5



町からのお知らせ

　20歳以上の方は原則、国民年金への加入と国
民年金保険料を納めることが義務となっています。
保険料を納めないと、老後の年金だけでなく障害
や死亡といった不測の事態が起きた時に、年金を
受けることができない場合があります。
　保険料を納めることが経済的に難しい場合、学
生の方には、申請により在学中の保険料の納付が
猶予される「学生納付特例制度」があります。
●学生納付特例の対象者
　特例を受けようとする年度の前年の所得が一定
以下の学生（家族の方の所得の多寡は問わない）
●必要書類
・基礎年金番号通知書のコピーまたは年金手帳　
　（氏名の記載ページ）のコピー等
・マイナンバーカード

※在学期間がわかる在学証明書（原本）または学
生証（裏面に有効期限、学年、入学年月日の記載
がある場合は裏面も含む）の写し 
※窓口や郵送、マイナポータルを利用した電子申
　請も可能です。
●追納について
　学生納付特例の承認を受けた期間は、10年以
内であれば保険料をさかのぼって納めること（追
納）ができます。将来受け取る年金額を増額する
ためにも、追納をすることをお勧めします。

【申請・お問い合わせ先】
・町住民生活課
　☎096-234-1113
・熊本東年金事務所
　☎096-367-8144（自動音声案内）

国民年金保険料の学生納付特例制度
＼学生だから納付が大変、でも大丈夫／

ねんきん情報

令
和
８
年
度
の
町
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

お
よ
び
賦
課
限
度
額
を
決
定
し
ま
し
た

■
国
保
税
の
税
率
等
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
は
、
持
続
可
能
な
医
療
保

険
制
度
を
構
築
し
、
将
来
に
わ
た
り
国
民
皆

保
険
制
度
を
堅
持
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度

か
ら
都
道
府
県
と
市
町
村
が
共
同
し
て
運
営

を
し
て
い
ま
す
。

　
県
が
財
政
運
営
の
主
体
と
な
り
、
市
町
村

ご
と
の
国
保
事
業
費
納
付
金
を
決
定
す
る
と

と
も
に
、
市
町
村
ご
と
の
標
準
保
険
料
率
を

算
定
し
ま
す
。
町
は
県
が
算
定
し
た
標
準
保

険
料
率
を
参
考
に
、
国
保
事
業
費
納
付
金
を

納
め
る
た
め
に
必
要
と
な
る
町
の
国
保
税
の

税
率
等
を
決
定
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
８
年
度
の
標
準
保
険
料
率

と
国
保
事
業
費
納
付
金
額
が
県
か
ら
示
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
納
付
金
を
納
め
る
た
め

に
必
要
な
財
源
と
な
る
町
の
国
保
税
の
税
率

等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
納
税
通
知
書
は
６
月
中
旬
に
発
送

　
令
和
８
年
度
の
国
保
税
の
税
額
に
つ
い
て

は
、
６
月
中
旬
に
町
税
務
課
か
ら
送
付
す
る

納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

①医療給付費分 ②後期高齢者
支援金分

③介護納付金分
（40～64歳の人のみ）

④子ども・子育て分
（令和８年度新設）

所得割 8.55％ 2.9％ 2.68％ 0.25％

均等割
（一人につき） ２万8,500円 １万円 １万８千円 1,500円

（18歳以上のみ）

平等割
（世帯ごと） ２万２千円 ８千円 ― ―

賦課
限度額 67万円 26万円 17万円 ３万円

■令和８年度の国民健康保険税の税率および賦課限度額

※太字は、新設および前年度から変更となった税率
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I n f o r m a t i o n

対象被害 熊本県義援金
１人（世帯）当たり配分額

甲佐町義援金（目安）
１人（世帯）当たり配分額

人的被害
死亡者 27万円 10万円

行方不明者 27万円 10万円
重傷者 ２万７千円 １万円

住家被害

全壊 27万円 10万円
大規模半壊 20万2,500円 ７万５千円
中規模半壊 13万５千円 ５万円

半壊 ８万１千円 ３万円
準半壊 ２万７千円 １万円

一部損壊 １万円 ３千円
やむを得ず被災により
住家を解体した世帯 ー 10万円

●申請受け付け時間
　午前９時～午後５時（ 土、日、祝日を除く）

●申請受け付け場所
　町住民生活課保険係窓口

●申請期限
　５月29日（金）

●申請に必要なもの
①�義援金申請書（申請受付窓口、町公式ウェ

ブサイトから入手できます）

②�窓口に来た人の身分証明書（マイナンバー
カード・運転免許証等）の写し

③�申請者名義の預金通帳（キャッシュカー
ド）の写し

④�【死亡者の申請】申請者が遺族であること
を証明する書類（戸籍謄本等）

　�【重傷者の申請】１か月以上の治療を要す
ることが分かる書類（医師の診断書等）

※�人的被害の配分申請をされる際は、事前に
ご相談ください。

※�「重傷者」とは、災害により負傷し、医師の治療を受け、１か月以上の治療を要する方です。被災に直接起因
しない場合は対象となりません（被災後の後片付け作業中の骨折などの２次災害は対象外）。

※�「住家」とは、生活の本拠として居住のために実際使用している建物です（倉庫や納屋、事業所等は対象外）。
※�住家被害の区分は、町が発行するり災証明書に記載されている区分となります。
※今回の配分は太枠部分の「熊本県義援金」です。
※�甲佐町義援金の配分額は目安です。町災害義援金配分委員会で正式な金額を決定後、追加配分を行う予定です。

■「令和７年８月豪雨災害」による義援金配分対象および配分額

令和７年８月豪雨災害義援金の配分申請を受け付けています

　「令和７年８月豪雨災害」により全国から寄せられた義援金のうち、県を通じて
本町に配分された義援金について、下記のとおり配分申請を受け付けています。

●申請受け付け・お問い合わせ先
　町住民生活課　☎096-234-1113

●町公式ウェブサイト
　令和７年８月豪雨災害義援金▶
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くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（( 社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

お
知
ら
せ

町

指

定

ご

み

袋

の

値

上

げ

に

つ

い

て

　
中
東
情
勢
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
販
売
店
が
購
入
す
る
町
指
定
ご
み

袋
の
価
格
が
6
月
1
日
（
月
）
か
ら
値
上

げ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
販
売
店

で
の
販
売
価
格
の
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
住
民
の
皆
様
、
販
売
店
の
皆
様
に
は

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

雨
水
浸
透
ま
す
等
の
設
置
補
助

　
町
で
は
、
雨
水
浸
透
ま
す
等
の
設
置
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
施
設

・
雨
水
浸
透
ま
す
＝
雨
水
を
地
下
へ
と
浸

透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
、

形
状
が
直
径
２
５
０
㍉
以
上
の
装
置

・
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
＝
貯
留
し
た
雨
水
を

飲
用
以
外
の
散
水
等
と
し
て
利
用
す
る
た

め
の
施
設
で
、
雨
水
を
50
㍑
以
上
貯
留
で

き
る
も
の

▼
補
助
金
の
額

・
雨
水
浸
透
ま
す
＝
１
基
当
た
り
２
万
円

ま
た
は
設
置
費
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

（
設
置
個
所
は
４
基
が
上
限
）

・
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
（
容
量
２
０
０
㍑
以
上)

　
１
基
当
た
り
設
置
費
の
２
分
の
１

　
上
限
３
万
５
千
円（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

・雨
水
貯
留
タ
ン
ク（
容
量
２
０
０
㍑
未
満
）

　
１
基
当
た
り
設
置
費
の
２
分
の
１

　
上
限
２
万
４
千
円（
１
世
帯
１
基
ま
で
）

　
詳
し
く
は
、
町
環
境
衛
生
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

　
町
で
は
、
雨
水
の
流
出
抑
制
に
よ
る
河

川
の
負
担
軽
減
を
行
う
こ
と
で
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
透

水
性
舗
装
整
備
事
業
に
関
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

・
土
地
お
よ
び
建
物
の
所
有
者
ま
た
は
使

用
者

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
個
人
、
会
社
、
団

体・
町
住
宅
地
開
発
行
為
支
援
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
者

▼
対
象
と
な
る
工
事

・
透
水
性
舗
装

　
敷
地
内
に
降
っ
た
雨
水
を
地
中
に
浸
透

さ
せ
る
特
殊
な
舗
装

・
設
置
場
所

　
駐
車
場
、
広
場
、
資
材
置
き
場
な
ど

・
面
積

　
10
平
米
以
上

　
舗
装
の
種
別
・
構
成
等
の
詳
細
は
、
町

建
設
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
の
額

　
次
の
い
ず
れ
か
低
い
額
に
３
分
の
２
を

乗
じ
た
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

①
補
助
対
象
事
業
に
要
す
る
経
費
の
額

②
１
平
米
当
た
り
３
千
円
を
乗
じ
て
得
た

　
額

※
補
助
限
度
額
は
1
０
０
万
円

▼
注
意
事
項

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
交
付
対
象
事

業
に
着
手
す
る
こ
と
。

・
交
付
対
象
事
業
の
内
容
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
町
長
の
承
認
を
受
け
る

こ
と
。

　
補
助
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
町
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

透
水
性
舗
装
整
備
補
助
制
度
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くらしの情報

町税などの滞納処分（３月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ４件

公 売 回 数 0回

公 売 件 数 0件

滞納処分関連収入 588,134円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
３月 年累計

人 身 事 故 ０ １

物 損 事 故 13 ４０

盗 難 な ど ２ ２

３月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別
発生件数

４月 年累計

家 屋 ０ １

原 野 ０ ３

そ の 他 ０ ０

合 計 件 数 ０ ４
４月15日現在

fire prevention

県立図書館からのお知らせ

　県立図書館では、「インターネット予約貸出
サービス」を行っています。
　スマートフォンやパソコンからいつでもどこで
も県立図書館の本の貸出予約ができ、最寄りの図
書館等で貸し出し資料の受け取りや返却ができま
す。
●利用できる人
　県立図書館の貸出カードをお持ちの人で、MY
ライブラリで事前にメールアドレスを登録した人
※貸出カードはオンラインでも申請できます。
●利用方法
①右の二次元コードから
　MY ライブラリにログイン▶
②借りたい本を検索
③登録したアドレスに受け取り可能メールが届く
④受け取り指定した図書館等で借りる

●貸出・予約冊数
　１人10冊まで
●貸出期間
　県立図書館受け取りの場合は２週間
　その他受取館は３週間（配送期間含む）
●取り置き期間
　県立図書館窓口の場合、メール送信から７日
　その他受取館は、メール記載の返却期限日まで
●返却場所
　受取館または県立図書館
　詳しくは、県立図書館ホームページをご覧くだ
さい。

【お問い合わせ先】
　県立図書館　☎096-384-5000

いつでもどこでも県立図書館の本の貸出予約ができます

　県立図書館ホームページ▶

「
第
75
回
あ
ゆ
ま
つ
り
」
は

10
月
18
日
（
日
）
開
催

　「
あ
ゆ
ま
つ
り
」
は
、
例
年
7
月
下
旬

に
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

を
集
め
る
甲
佐
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
近
年
の
災
害
級
の
酷
暑
が
続

き
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
何
度
も
発

令
さ
れ
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、

「
あ
ゆ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
熱
中
症
対
策

活
動
指
針
」
を
策
定
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
時
間
短
縮
や
催
し
の
制
限
な
ど
の
対
策

を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
参
加
者
か
ら
人
命
等

も
含
め
た
熱
中
症
に
対
す
る
心
配
の
声
を

多
数
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
あ
ゆ
ま
つ

り
実
行
委
員
会
に
お
い
て
開
催
時
期
の
検

討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
第
75
回
あ
ゆ
ま

つ
り
を
10
月
18
日
（
日
）
に
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
7
月
下
旬
の
開
催
を
前
提
に

予
定
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様
に
は
御
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
事
情
を
御
理

解
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
地
域
振
興
課

　
（
あ
ゆ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
）

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４
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お
知
ら
せ

道
路
占
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

　　
道
路
占
用
料
は
、
占
用
者
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
県
の
算
定
基
準

と
の
整
合
を
図
る
た
め
、
県
条
例
に
準
じ

た
内
容
に
見
直
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
道
路
占
用
料
に
つ
い
て
、
４
月
１

日
に
改
定
し
ま
し
た
。
単
価
に
つ
い
て
は
、

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
工
事
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
甚

大
な
被
害
状
況
を
受
け
、
県
か
ら
の
支
援

に
よ
り
令
和
８
年
度
ま
で
耐
震
診
断
、
耐

震
改
修
、
建
替
え
に
つ
い
て
補
助
金
額
を

増
額
、
す
べ
て
の
事
業
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
住
宅
を
平
成
12
年
５
月
31
日
ま
で

に
着
工
し
た
住
宅
と
し
ま
し
た
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

・
現
に
住
宅
所
有
者
の
居
住
の
用
に
供
さ

　
れ
て
い
る
も
の

・�

在
来
軸
組
工
法
、
枠
組
壁
工
法
ま
た
は

伝
統
的
工
法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
地

上
階
数
が
３
以
下
の
も
の

・
平
成
12
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
し
た

　
も
の
、
ま
た
は
平
成
28
年
熊
本
地
震
に

　
よ
り
被
災
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
確

　
認
で
き
る
も
の

・
過
去
に
同
一
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い

　
な
い
も
の

▼
対
象
者

　
住
宅
の
所
有
者
で
、
税
金
な
ど
の
滞
納

が
な
い
者

▼
補
助
内
容

①
耐
震
診
断
費
補
助

②
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事
一
括

③
建
替
え
設
計
・
建
替
え
工
事
一
括

④
耐
震
改
修
設
計
費

⑤
耐
震
改
修
工
事

⑥
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事
費
補
助

　
各
補
助
額
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
限

　
９
月
30
日
（
水
）
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

※
本
補
助
事
業
を
申
請
す
る
場
合
は
、
町

　
建
設
課
へ
の
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

　
本
町
で
は
、
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本

部
か
ら
自
衛
官
お
よ
び
自
衛
官
候
補
生
の

募
集
に
必
要
と
な
る
募
集
対
象
者
情
報
の

提
供
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
法
令
に
基
づ

き
、
自
衛
隊
へ
募
集
対
象
者
情
報
（
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
）
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
衛
官
募
集
事
務
に
つ
い
て
は
、
自
衛

隊
法
第
97
条
に
お
い
て
市
町
村
の
法
定
受

託
事
務
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
自
衛
隊
法

施
行
令
第
１
２
０
条
に
「
防
衛
大
臣
は
、

自
衛
官
又
は
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
関

し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道

府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
に
対
し
、
必
要

な
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
提
供
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
に
お
い
て
適
切
に
保
管
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
募
集
事
務
以
外
の
用
途
に

使
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
、
厳
正
に

管
理
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望
さ

れ
な
い
方
は
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
の
方

等
か
ら
除
外
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
自
衛
隊
へ
提
供
す
る
情
報
か
ら
除
外

し
ま
す
。

　
除
外
を
希
望
す
る
人
は
、
郵
送
ま
た
は

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
情
報
提
供
の
対
象
と
な
る
人

　
町
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
の
う
ち
、

①
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人
、
②
平
成
16
年
４
月
２

日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
除
外
申
請
受
付
期
限

　
６
月
15
日
（
月
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の
は
、
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
町
危
機
管

理
防
災
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
危
機
管
理
防
災
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

募
集

道
路
維
持
管
理
作
業
員

　
町
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
職
種

　
道
路
維
持
管
理
作
業
員　
１
人

▼
職
務
内
容

　
町
道
な
ど
の
道
路
維
持
管
理
に
お
け
る

除
草
作
業
お
よ
び
軽
作
業

　
（
建
設
課
お
よ
び
庁
内
一
円
）

▼
勤
務
日
数

　
４
月
～
11
月
（
月
17
日
以
内
）

　
12
月
～
３
月
（
月
13
日
以
内
）

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
除
外

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
の

費
用
を
補
助
し
ま
す
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くらしの情報

犬を飼っている人は登録と狂犬病予防注射を受けましょう

■犬を飼い始めたら登録が必要

　狂犬病予防法により、 生後91日以上の犬を飼い

始めたら、 30日以内に登録と狂犬病予防注射を受

けることが必要です。 登録は犬の生涯に１回、 狂犬

病予防注射は毎年１回受けなくてはなりません。

　犬の登録は、 町環境衛生課 （町水道管理センター

内） で行えます。

●登録料

　１頭につき３千円

■春の狂犬病予防注射を実施します

　令和８年度の春の集合狂犬病予防注射の実施を５

月18日 （月） ～21日 （木）、 24日 （日） に予定し

ています。 登録が済んでいる犬の場合は、 飼い主に

対してお知らせと問診票を送付します。

　新しく犬を飼う人には、 回覧などでお知らせします。

　また、 狂犬病予防注射は動物病院などで受けるこ

とができます。 動物病院などで予防注射を受けた場

合は、 町環境衛生課にて狂犬病予防注射済票交付

申請の手続きをお願いします。

●対象

　生後91日以上経過している犬

■犬の登録事項変更について　

　犬の転居や譲渡および犬が死亡したときなど、 犬

の登録事項に変更が生じた場合は、 手続きが必要と

なります。 ご不明な点は、 町環境衛生課までお問い

合わせください。

【お問い合わせ先】

　町環境衛生課 （町水道管理センター内）

　☎096-234-1169

▼
勤
務
時
間　

　
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
報
酬
・
福
利
厚
生

・
日
額　
１
万
３
０
９
円
（
昇
給
あ
り
）

・
基
本
報
酬
月
額　
17
万
５
２
５
３
円

　
（
月
17
日
勤
務
の
場
合
）

・
賞
与
（
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
）
は

　
年
２
回
支
給

※
報
酬
や
賞
与
に
つ
い
て
は
、
出
勤
日
数

　
や
勤
務
日
数
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
り
ま

　
す
。

・
通
勤
手
当
は
通
勤
距
離
に
応
じ
て
支
給

・
社
会
保
険
あ
り

・
有
給
休
暇
あ
り
（
年
10
日
）

※
有
給
休
暇
は
勤
務
日
数
や
継
続
勤
務
期

　
間
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
資
格
要
件

・
自
動
車
の
運
転
が
で
き
る
人

・
草
刈
り
機
を
使
用
で
き
る
人

・
自
家
用
車
お
よ
び
草
刈
り
機
を
所
有
す

　
る
人

・
70
歳
以
下
の
人

▼
応
募
方
法

　
町
指
定
様
式
の
履
歴
書
お
よ
び
資
格
を

証
す
る
免
許
証
の
写
し
を
町
建
設
課
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
建
設
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

く
ら
し
安
全

詐

欺

を

一

掃
！

ワ

ル

モ

ン

対

策

隊

　　
「
ワ
ル
モ
ン
対
策
隊
」
と
は
、
県
内
の

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
防
犯
講
話
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

住
宅
訪
問
等
を
通
じ
て
、
あ
な
た
に
合
っ

た
詐
欺
対
策
を
講
じ
、
あ
な
た
の
携
帯
電

話
や
固
定
電
話
の
防
犯
力
を
高
め
ま
す
。

▼
電
話
の
防
犯
力
を
高
め
る
対
策

・
国
際
電
話
利
用
休
止
申
し
込
み

・
常
時
留
守
番
電
話
設
定

・
防
犯
電
話
機
設
置

・
通
話
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
設
定

・
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
登
録

・
詐
欺
被
害
模
擬
体
験
提
供

・
詐
欺
対
策
ア
プ
リ
登
録

　
ワ
ル
モ
ン
対
策
隊
の
講
話
や
イ
ベ
ン
ト

参
加
等
の
ご
要
望
は
こ
ち
ら
ま
で

▼
「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
）

　
☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
２
５
６
７

▼
公
益
社
団
法
人
熊
本
県
防
犯
協
会
連
合

会
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

　
☎
０
９
６
‐
３
７
１
‐
３
２
９
３

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０
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［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

緑
川

　
遠
来
の
客
鮎
や
な
で�

広
田
み
ど
り

�

緑
川

　

プ
ー
ル
代
り
の
夏
休
み�

志
垣　
　
光

緑
川

　
お
か
ず
は
ま
か
せ
釣
っ
て
来
る�

平
井
や
よ
い

緑
川

　
長
閑
さ
破
る
濁
流
に�

光
永　
　
六

緑
川

　
堤
防
歩
く
淡
い
恋�

井
元
あ
ざ
み

緑
川

　
思
い
出
残
る
渡
し
舟�

日
高　
美
里

緑
川

　
解
禁
日
待
つ
釣
り
公
望�

上
田　
梅
清

緑
川

　
相
性
の
え
え
甲
佐
岳�

北
川　
直
美

［
短
歌
］�

赤
星
延
子 

選

新
学
期
生
徒
の
顔
も
キ
ラ
キ
ラ
と

目
を
輝
や
か
せ
駆
出
し
て
ゆ
く�

池
田
キ
ヨ
子

「
た
だ
い
ま
」
と
帰
っ
て
来
し
か
つ
ば
め
達

我
が
家
の
空
を
旋
回
披
露�

吉
永
由
紀
子

草
取
り
の
終
り
し
庭
に
雀
二
羽

虫
を
つ
い
ば
む
姿
の
可
愛
い�
内
田
乃
武
子

孫
二
人
無
事
に
高
校
入
学
し

今
後
の
夢
は
膨
ら
む
ば
か
り�

緒
方　
明
美

楽
し
げ
に
遠
足
の
子
等
通
り
過
ぐ

若
き
教
師
の
ス
ニ
ー
カ
ー
光
る�

岡
部　
律
子

満
月
は
や
な
場
の
岸
の
人
影
と

揺
ら
ぐ
桜
を
一
際
白
く
す�

赤
星　
延
子

literary work
うたごよみ　～皐月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
① 卵をボウルに入れ、白身がサラサラ

になるまで泡だて器で混ぜ、ヨーグル
トを加えてさらに混ぜます。

② ホットケーキ粉を①に加え、トロリ
となるまで混ぜたら、30分ほど生地
を休ませておきます。

③ 飾り用の２個は残し、イチゴを縦に
３～４㍉の厚さに切りそろえます。

④ フライパンを熱したら薄くサラダ油
を引いて中火にし、お玉１杯分の生地
をフライパンいっぱいに広げて焼き、
裏返して薄焼き卵のように両面を焼き
ます。

⑤ 生クリームに砂糖を加え、泡立てて
おきます。

⑥ お皿に④を１枚乗せて⑤を塗り③を
乗せ④を乗せて、これを繰り返し。最
後に飾り用のイチゴを飾りましょう。

「こどもの日」イチゴのミルククレープ

　
新
緑
が
光
り
輝
き
、
活
気
付
く
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
で
環
境

が
変
わ
り
、
皆
さ
ん
慌
た
だ
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
広
報
５
月
号
も
、
お
知
ら

せ
し
た
い
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

通
常
よ
り
も
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
た
の

で
、
私
も
い
つ
も
以
上
に
慌
た
だ
し

く
編
集
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　
先
月
、
長
女
が
３
歳
に
な
っ
た
の

で
、
仕
事
の
合
間
を
縫
い
、
通
っ
て

い
る
保
育
園
で
の
お
誕
生
日
会
を
の

ぞ
い
て
き
ま
し
た
。
お
友
達
の
前
に

立
ち
、
先
生
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
る
娘
。
緊
張
で
お
地
蔵
さ
ん
の

よ
う
に
固
ま
る
姿
を
見
て
、「
こ
う

さ
の
話
題
」
で
取
材
し
た
白
旗
小
入

学
式
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
新
入
児

童
た
ち
の
緊
張
し
た
面
持
ち
を
見
て

い
る
と
、
何
だ
か
胸
が
ぐ
っ
と
な
っ

て
…
。
年
々
、
涙
も
ろ
さ
が
増
し
て

い
る
気
が
し
て
い
ま
す
。　
　
（
三
）

　子どもからお年寄りまでみんな大好きなイチゴ。実は、ミカンやグレープフ
ルーツの約２倍のビタミンＣを含んでいるってご存じですか？
　ビタミンＣは抗酸化作用があり、抵抗力の強化や老化の予防にも効果がある
そうです。お肌の美白・弾力・ハリを保つためにも必要ですね。
　ただ、ビタミン C は水溶性でたくさん取っても体内に蓄積されません。一
度にたくさん取り過ぎると下痢や腹痛を引き起こすこともあるので、数回に分
けて取ることが大切ですね。

【材料】
ホットケーキ粉 …………  150㌘
卵（Ｌ玉） ……………………２個
飲むヨーグルト  ………… 200㏄
サラダ油……………………… 少量
生クリーム  ………………  200㏄
砂糖  ………………  大さじ２～３
イチゴ  ………………… ８～10個

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
３月11日（水）～４月10日（金）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所
・佐藤　達雄様　　神奈川県
・福岡　裕典様　　東京都
・原　　祐也様　　埼玉県
・石原　永明様　　兵庫県
・前田創太郎様　　東京都
　　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ先
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

　「広報こうさ」ア
　ンケート実施中！
　ご協力をお願いし
　ます▶

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 性別 保護者
豊　内 武内　颯

そ お
桜 男 楓　音

ほか２人　

住　所 氏　名 年齢 世帯主
緑　町 廣田　繁行 74 繁　行
中　山 西坂　　登 78 登美子
岩　下 西本　二郎 91 レイ子
　　　　　　　　　　　　　ほか６人

　　今月の届出はありませんでした
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ま
ち

と
人

の
想

い
が

交
わ

る
情

報
交

差
点

発
行

　
　

甲
佐

町
発

行
人

　
甲

佐
町

長
 甲

斐
高

士
編

集
　

　
企

画
課

TEL　
096-234-1111（

代
表

）
FAX　

096-234-3964
URL　

https://w
w

w.tow
n.kosa.lg.jp/
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今
年
２
月
に
町
危
機
管
理
防
災

課
の
相
談
員
に
着
任
し
た
、
本
田

博
紀
さ
ん
（
66
）。
長
年
に
わ
た

り
治
安
の
最
前
線
で
培
っ
て
き
た

経
験
を
生
か
し
、
町
の
安
全
・
安

心
を
守
る
新
た
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

　
前
職
は
、
旧
国
鉄
の
鉄
道
公
安

官
で
、
駅
や
客
車
内
の
治
安
を
守

る
仕
事
に
従
事
。
そ
の
後
、
国
鉄

の
民
営
化
を
機
に
警
察
官
へ
と
転

身
し
た
。
当
時
は
同
じ
よ
う
に
警

察
官
へ
転
職
す
る
人
も
多
く
、
本

田
さ
ん
も
一
年
間
警
察
学
校
に
通

い
、
試
験
に
合
格
し
て
新
た
な
道

を
歩
み
始
め
た
。

　
警
察
官
と
し
て
は
、
交
番
勤
務

や
留
置
場
の
看
守
な
ど
を
経
験
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
と
向
き
合

い
、
対
話
を
重
ね
る
日
々
を
送
っ

た
と
い
う
本
田
さ
ん
。
そ
の
後
、

刑
事
と
な
っ
て
か
ら
は
盗
犯
刑

事
と
し
て
、
尾
行
や
張
り
込
み
と 

い
っ
た
捜
査
手
法
を
身
に
付
け
、

さ
ら
に
暴
力
団
や
知
能
犯
を
対
象

と
し
た
事
件
も
担
当
す
る
よ
う

に
。
平
成
18
年
か
ら
24
年
に
か
け

て
は
御
船
警
察
署
に
勤
務
し
、
そ

の
頃
か
ら
甲
佐
町
と
も
関
わ
り
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
の
と
き
の

縁
が
今
回
の
着
任
に
つ
な
が
っ

た
。

　
令
和
２
年
３
月
に
警
察
官
を
退

職
後
は
、
熊
本
市
上
下
水
道
局
に

勤
務
。
住
民
対
応
や
時
に
は
暴
力

団
と
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
に
も

携
わ
り
、
現
役
時
代
に
培
っ
た
現

場
で
の
対
応
力
を
発
揮
し
て
き

た
。
そ
の
後
も
、
一
般
企
業
で
の

ト
ラ
ブ
ル
対
応
役
や
保
育
園
で
の

見
守
り
役
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
地
域
に
寄
り
添
う
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　
現
在
、
町
役
場
に
は
月
曜
日
と

水
曜
日
の
午
後
に
勤
務
。
取
材
当

日
も
、
午
前
中
は
熊
本
市
内
の
保

育
園
で
の
見
守
り
を
終
え
て
か
ら

の
来
庁
だ
っ
た
。「
忙
し
い
日
々

の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
と
の
触

れ
合
い
が
大
き
な
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
本
田
さ
ん
。
最
近
で

は
、
卒
園
し
た
園
児
が
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
っ
て
見
せ
に
来
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
り
、「
と
て
も
微
笑

ま
し
く
、胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
」

と
優
し
い
笑
顔
で
語
る
。

　
町
役
場
で
の
主
な
役
割
は
、
優

れ
た
危
機
管
理
・
リ
ス
ク
対
応
力

を
生
か
し
、
職
員
が
円
滑
に
業
務

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
支
え
る
こ

と
。
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
際
に

は
現
場
へ
出
向
き
、
状
況
の
把
握

や
対
応
に
あ
た
る
。「
自
分
が
出

動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
が

起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
で
き

る
だ
け
出
動
し
な
く
て
済
む
日
が

多
い
の
が
一
番
で
す
ね
」
と
話
す

本
田
さ
ん
の
表
情
に
は
、
長
年
現

場
に
立
ち
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ

の
思
い
が
に
じ
む
。

　
ま
た
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

車
（
青
パ
ト
）
で
町
内
の
小
・
中

学
校
周
辺
を
巡
回
す
る
こ
と
も
重

要
な
任
務
の
一
つ
。
巡
回
中
、
子

ど
も
た
ち
が
手
を
振
っ
て
く
れ
た

り
、
敬
礼
を
し
て
く
れ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
、「
と
て
も
嬉
し
く
、

地
域
の
安
全
を
支
え
る
任
務
に
よ

り
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
朗

ら
か
な
笑
み
を
見
せ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験
と
人

と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
き
た
姿

勢
を
生
か
し
な
が
ら
、
本
田
さ
ん

は
今
日
も
本
町
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
に
力
を
尽
く
す
。

培
っ
て
き
た
現
場
経
験
を
生
か
し

安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ
と
導
く

Kosa
Style
こうさ スタイル

相撲好きが高じて宇土相撲連盟
の理事という意外な一面も持つ。
読書好きで、特に刑事モノの小
説はついつい現場の目線から見
てしまうそう。最近は毎日が慌
ただしく、読書の時間が取れな
いことが残念とのこと。

町危機管理防災課　相談員

本田 博紀さん
Hironori　Honda 


